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日
本
の
民
主
主
義
の
父
・
吉
野
作
造

宮
城
県
大
崎
市
古
川
出
身
の
政
治
学
者
・
吉
野
作
造
（
一
八
七
八
～
一
九
三
三
）
は
、
日
本
の
民
主
化
を
リ
ー
ド
し
た
、
い

わ
ば
「
日
本
の
民
主
主
義
の
父
」
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。

吉
野
は
終
始
、
市
井
の
中
で
民
衆
に
向
か
っ
て
民
主
主
義
の
重
要
性
を
説
き
続
け
た
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
東
京
帝

大
の
教
授
に
就
任
し
た
後
で
も
、
吉
野
は
政
府
の
委
員
な
ど
の
仕
事
は
極
力
断
り
、
常
に
民
衆
と
と
も
に
日
本
の
民
主
主
義
の

道
の
り
を
歩
も
う
と
し
た
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
に
『
中
央
公
論
』
に
「
憲
政
の
本
義
を
説
い
て
其
の
有
終
の
美
を
済な

す
の
途み

ち

を
論
ず
」
を
発

表
し
た
吉
野
は
、
名
実
共
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
と
な
っ
た
。
吉
野
の
言
論
活
動
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
衆

議
院
議
員
選
挙
法
の
改
正
、
す
な
わ
ち
普
通
選
挙
法
の
成
立
に
お
い
て
実
を
結
ん
だ
。

ま
た
吉
野
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
考
え
に
共
鳴
し
、
日
本
で
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主
化
の
波
は
、
一
国
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、
隣
国
へ
と
及
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
の
帝
国
主
義
へ
の
猛
烈
な
抗
議
運
動
と
し
て

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
朝
鮮
半
島
で
三
一
独
立
運
動
、
続
い
て
中
国
で
は
五
四
運
動
が
起
こ
る
が
、
ど
ち
ら
の
運
動
に
も

吉
野
の
思
想
に
深
い
影
響
を
う
け
た
人
物
が
多
く
、
吉
野
は
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
弁
護
す
る
言
動
を
根
気
強
く
続
け
た
。

吉
野
は
関
東
大
震
災
後
に
帝
大
教
授
を
辞
し
、
晩
年
は
困
窮
と
病
気
に
大
い
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
暴
走
を
は

じ
め
た
軍
部
や
中
国
へ
の
侵
略
政
策
に
対
し
て
、
危
険
を
顧
み
ず
厳
し
く
批
判
し
た
。

日
本
に
お
い
て
民
主
主
義
と
自
由
主
義
と
が
真
に
定
着
す
る
こ
と
を
希
求
し
、
そ
の
た
め
に
文
字
通
り
命
を
か
け
て
民
衆
と
と
も

に
闘
い
つ
づ
け
た
吉
野
作
造
は
、実
は
、日
本
生
協
の
父
・
賀
川
豊
彦
と
と
も
に
生
協
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

256



吉野作造肖像（1920年代）
1878（明治11）年1月29日、宮城県志田郡大柿村（現大崎市古川）生まれ。東
京帝国大学（現東京大学）教授。法学部で政治史を担当した他、朝日新聞社論説
委員、袁世凱の息子の家庭教師なども務めた。
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吉
野
作
造
と
賀
川
豊
彦
と
の
邂
逅

「
吉
野
作
造
日
記
」
に
よ
る
と
、
吉
野
と
賀
川
の
交
流
が
始
ま
る
の
は
関
東
大
震
災
の
約
半
年
前
で
あ
る
。
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
三
月
二
二
日
に
「
…
夜
新
人
社
講
演
会
に
出
席
す
。
賀
川
君
の
恋
愛
観
あ
り
。
予
は
一
寸
終
り
を
や
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
が
「
吉
野
日
記
」
に
お
け
る
賀
川
の
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、「
吉
野
日
記
」
に
賀
川
は
計
一
〇
回
登
場
す
る
。
た
だ
し

両
人
が
実
際
に
会
っ
た
回
数
は
も
っ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

吉
野
と
賀
川
が
頻
繁
に
会
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
関
東
大
震
災
の
後
で
あ
る
。
震
災
の
発
生
後
、
救
援
活
動
の
た
め
に
神

戸
か
ら
駆
け
つ
け
た
賀
川
は
、
墨
田
区
本
所
を
拠
点
に
活
動
し
た
。
後
に
同
地
に
は
、
賀
川
に
よ
っ
て
基
督
教
産
業
青
年
会
が

設
立
さ
れ
る
。

吉
野
は
賀
川
の
活
動
を
支
援
し
、
同
会
の
理
事
を
引
き
受
け
た
他
、
資
金
の
獲
得
に
奔
走
し
た
。
吉
野
が
集
め
た
寄
附
金
千

円
は
、
低
金
利
の
貸
付
事
業
「
神
視
社
」
の
設
立
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
吉
野
が
同
会
で
主
に
担
っ
た
の
は
人
脈
を
活
か
し
た

資
金
集
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
低
金
利
貸
付
事
業
は
、
低
利
子
と
は
い
え
、
貸
付
金
の
返
還
を
利
用
者
に
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
野
や
賀
川
が
行
っ

た
の
は
、「
施
し
」
で
は
な
く
自
立
支
援
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
両
者
が
事
業
展
開
す
る
際
に
基
盤
と
な
っ
た
の
は
協
同
組
合

で
の
経
験
で
あ
る
。

258



賀川豊彦（写真提供：賀川豊彦記念松沢資料館）
1888（明治21）年神戸生まれ。協同組合運動をはじめ農民運動、労働組合運動
など、生涯を通じて“よりよい社会づくり”に力を尽くした。
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吉
野
作
造
の
「
家
庭
購
買
組
合
」

賀
川
豊
彦
が
青
柿
善
一
郎
や
福
井
捨
一
と
と
も
に
神
戸
購
買
組
合
を
創
設
し
た
の
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
実
は
そ
の
二
年
前
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
の
協
同
思
想
や
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
に

基
づ
き
、
東
京
帝
国
大
学
基
督
教
青
年
会
、
日
本
女
子
大
学
桜
楓
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
と
も
に
吉
野
は
「
家
庭
購
買
組
合
」
を

設
立
し
て
い
る
。
吉
野
は
発
足
時
か
ら
亡
く
な
る
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ま
で
理
事
長
職
を
つ
と
め
、
大
黒
柱
と
し
て
、
た

ま
の
夫
人
と
と
も
に
組
合
を
支
え
続
け
た
。

吉
野
は
計
一
一
回
の
総
会
で
議
長
を
務
め
、
体
調
が
悪
化
す
る
な
か
で
も
役
員
会
や
組
合
運
動

会
に
も
で
き
る
限
り
出
席
し
、
精
力
的
に
組
合
の
安
定
化
に
努
め
た
。

当
時
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
電
気
式
冷
蔵
庫
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
に
よ
る
新
鮮
な
生
鮮

食
品
の
販
売
は
世
間
の
耳
目
を
集
め
、
ま
た
吉
野
の
豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
た
資
金
作
り
も
成
功

し
て
、
家
庭
購
買
組
合
は
創
立
一
〇
年
目
頃
に
は
東
京
で
最
大
の
消
費
組
合
に
成
長
し
た
。
も
ち

ろ
ん
組
合
婦
人
会
に
よ
る
積
極
的
な
会
員
拡
大
運
動
や
班
活
動
も
成
長
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

第２回家庭購買組合運動会の様子（1934年）
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家
庭
購
買
組
合
に
懸
け
た
吉
野
作
造
の
想
い

現
在
の
生
協
の
源
流
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
家
庭
購
買
組
合
に
吉
野
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
心
血
を
注
い
だ
の
か
。
私
は
二

つ
の
理
由
を
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
「
生
存
権
」
を
社
会
的
制
度
と
し
て
日
本
に
定
着
さ
せ
、
文
化
的
な
生
活
を
な
る
べ
く
多

く
の
国
民
に
享
受
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

生
存
権
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
ド
イ
ツ
で
制
定
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
い
て
初
め
て
そ
の
保
障
が
明
文
化
さ

れ
る
が
、日
本
で
は
こ
の
三
年
前
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
経
済
学
者
の
福
田
徳
三
が
生
存
権
の
考
え
方
を
紹
介
し
て
い
る
。

吉
野
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
著
し
た
「
社
会
問
題
と
其
思
想
的
背
景
」

（『
中
央
公
論
』
一
九
二
〇
年
七
月
）
と
い
う
論
文
の
な
か
で
生
存
権
の
重
要
性
を

力
説
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
日
本
経
済
は
二
重
構
造
的
な
性
質
を
露
わ

に
し
、
富
め
る
者
と
貧
し
き
者
と
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

吉
野
は
、
富
裕
層
に
資
本
を
寡
占
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
人
間
は
平
等

に
生
存
権
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
社
会
の
真
の
発
展
が
あ
る

と
説
い
た
。
ま
た
同
年
に
は
経
済
学
者
の
森
本
厚
吉
、
作
家
の
有
島
武
郎
と
文
化

生
活
研
究
会
を
組
織
し
、
日
本
初
の
純
洋
式
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
探
偵
明
智
小

五
郎
が
事
務
所
を
開
い
た
「
開
化
ア
パ
ー
ト
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
る
御

茶
ノ
水
文
化
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
建
設
・
運
営
す
る
な
ど
、
文
化
的
で
健
康
な
生

活
を
目
指
す
様
々
な
事
業
を
展
開
し
た
。
家
庭
購
買
組
合
も
質
の
高
い
「
生
存
権
」

吉野作造記念館（宮城県大崎市古川福沼1-2-3）
ゆかりの品々や関連資料が多く展示され、政治学者、言
論人、国際主義者など様々な角度から吉野作造の実像に
迫ることができる。
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の
確
保
を
目
指
す
吉
野
の
社
会
運
動
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

ま
た
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
も
家
庭
購
買
組
合
は
必
須
で
あ
っ
た
。
組
合
の
専
務
理
事
、
理
事
長
を
務
め
、
実
務
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
藤
田
逸
男
に
よ
れ
ば
、
吉
野
は
、
よ
り
民
主
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
総
代
制
で
は
な
く
総
会
制
を
選
択
し
、

会
員
の
総
意
を
反
映
し
た
組
合
運
営
を
目
指
し
た
。

吉
野
は
国
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
社
会
参
画
す
る
こ
と
を
民
主
主
義
の
根
幹
に
据
え
た
が
、
家
庭
購
買
組
合
は
ま
さ
に
民

主
主
義
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
川
真
（
お
お
か
わ　

ま
こ
と
）
／
吉
野
作
造
記
念
館
館
長
。
博
士
（
文
学
）。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

助
教
（
～
二
〇
一
一
年
三
月
）、
吉
野
作
造
記
念
館
副
館
長
を
経
て
現
職
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
、
尚
絅
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
、
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
を
兼
任
。

※
写
真
は
「
賀
川
豊
彦
」
を
除
い
て
、
す
べ
て
吉
野
作
造
記
念
館
提
供
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